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第１回定例会

令
和
５
年
第
１
回
議
会
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
29
日
ま
で
の
22

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
側
か
ら
は
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
承
認
１
件
、
契
約
の
締
結
２

件
、
４
年
度
一
般
会
計
ほ
か

４
会
計
の
補
正
予
算
、
条

例
の
廃
止
１
件
を
含
む
一

部
改
正
９
件
、
令
和
５
年

度
一
般
会
計
を
含
む
７
会

計
予
算
の
ほ
か
副
町
長
の

選
任
な
ど
人
事
同
意
案
４

件
が
提
案
さ
れ
、
５
年
度

一
般
会
計
予
算
を
除
き
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
受

理
、承
認
、可
決
し
ま
し
た
。

５
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
町
長
選
挙
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
義
務
的
経

費
や
継
続
事
業
費
な
ど
が

主
な
骨
格
予
算
で
、
６
月

議
会
定
例
会
で
町
長
の
政

策
的
経
費
が
補
正
で
肉
付

け
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
一
校
統
合
に
つ

い
て
は
、
計
上
さ
れ
て
い

た
統
合
小
学
校
建
設
調
査

設
計
業
務
委
託
料
を
減
額

し
た
修
正
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
補
正
第
９
号

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
４
９
1
万
円
を
減
額

し
、
85
億
３
８
２
６
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

〇
土
木
費
国
庫
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
△
３
９
７
０
万
円

〇
農
林
水
産
業
費
県
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
△
３
２
７
０
万
円

〇
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

〇
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
△
２
３
２
４
万
円

　

�　
資
材
高
騰
に
よ
り
、
事
業
導
入
農

家
が
施
工
面
積
を
縮
小
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
減
額
す
る
も
の
で
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
事
業
者
支
援
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
△
１
３
９
０
万
円

〇
社
会
体
育
館
解
体
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
△
２
６
３
９
万
円

〇
岳
南
広
域
消
防
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
△
２
２
７
５
万
円

〇
統
合
小
学
校
建
設
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
△
３
３
７
２
万
円

　
　
統
合
小
学
校
建
設
調
査
、
測
量
調

　
査
な
ど
を
翌
年
度
事
業
と
す
る
も
の

　
で
す
。

　
補
正
第
10
号

　
長
野
電
鉄
列
車
無
線
工
事
が
、
半
導

体
不
足
の
影
響
で
年
度
内
に
完
了
で
き

な
い
た
め
、
負
担
金
４
８
7
万
円
を
繰

越
明
許
費
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
３
億
４
０
２
５
万
円

　
　
　
　
　
　

今
年
も
最
高
額
を
更
新

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
・
10
号
）

令和５年第１回議会定例会

７年連続一般会計当初予算70億円超

統合小学校の建設が予定されている中学校敷地統合小学校の建設が予定されている中学校敷地

統合小学校に係る調査設計費を減額



第１回定例会

27 令和5年5月 議会だより第133号

人
事
案
件

人
事
案
件

　
増
田
孝
志
副
町
長
お
よ
び
柴

草
隆
教
育
長
の
退
任
に
と
も
な

い
、
副
町
長
に
県
職
員
の
久
保

田
敦
氏
、
教
育
長
は
「
こ
ど
も

の
育
ち
と
学
び
研
究
所
」
代
表

の
竹
内
延
彦
氏
を
後
任
と
す
る

も
の
で
す
。

　
久�

保�

田　
　
敦

　
　
　
　
（
52
歳
・
飯
綱
町
）

　
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
９
年

３
月
31
日
ま
で
。

　
竹　
内　
延　
彦

　
　
　
　
（
56
歳
・
長
野
市
）

　
任
期
は
柴
草
前
教
育
長
の
残

任
期
間
の
４
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
６
月
30
日
ま
で
。

　
宮　
嵜　
健　
一

　
　
　
　
　
（
70
歳
・
横
堰
）

　
任
期
は
4
月
1
日
か
ら
8
年

3
月
31
日
ま
で
。

副
町
長
お
よ
び

固
定
資
産
評
価
員
の

選
任

教
育
長
の
任
命

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

議
会
の
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
条
例

（
発
委
第
１
号
）

放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

　
送
迎
バ
ス
に
園
児
の
乗
り
残

し
事
案
が
た
び
た
び
発
生
し
社

会
問
題
に
な
り
、
安
全
計
画
の

策
定
等
、
送
迎
車
を
運
行
す
る

場
合
の
所
在
の
確
認
お
よ
び
事

業
継
続
計
画

の
策
定
等
を

義
務
付
け
る

児
童
福
祉
法

省
令
の
一
部

改
正
に
と
も

な
い
、
バ
ス

乗
降
時
に
お

け
る
安
全
確

認
を
徹
底
す

る
た
め
の
も

の
で
す
。

消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例

　
か
ね
て
か
ら
懸
案
だ
っ
た
消

防
団
員
の
な
り
手
確
保
に
向

け
、
班
長
・
団
員
・
機
能
別
団

員
の
年
額
報
酬
と
出
動
報
酬
を

増
額
す
る
処
遇
改
善
を
行
う
も

の
で
す
。
年
額
報
酬
に
つ
い
て

は
、
消
防
庁
か
ら
の
通
知
も
あ

り
、
国
の
基
準
額
を
満
た
し
て

い
な
か
っ
た
階
級
に
つ
い
て
引

き
上
げ
、
均
衡
を
は
か
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
「
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
で
定

め
て
い
た
団
員
の
年
額
報
酬
と

分
団
交
付
金
要
綱
で
定
め
て
い

た
出
動
報
酬
を
本
条
例
の
別
表

で
規
定
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
条
例

　
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き

安全を祈る保育園児の送迎バス　安全を祈る保育園児の送迎バス　

条
例
の
一
部
改
正

深
刻
な
消
防
団
員
の

深
刻
な
消
防
団
員
の

              
              

な
り
手
不
足

な
り
手
不
足

年
額
報
酬
・
出
動
報
酬
を
増
額

年
額
報
酬
・
出
動
報
酬
を
増
額

　
こ
れ
ら
の
処
遇
改
善
に
よ
る

影
響
額
は
、
年
約
８
２
０
万
円

に
な
り
ま
す
。

バ
ス
置
き
去
り
防
止

安
全
確
認
を
徹
底

出
産
一
時
金
を
増
額

に
世
帯
主
に
一
時
金
と
し
て
支

給
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の

額
を
、
現
行
の
40
万
8
千
円
か

ら
48
万
８
千
円
に
す
る
も
の
で

す
。

条
例
の
制
定

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
令
和

５
年
４
月
１
日
以
降
、
各
地
方

公
共
団
体
の
個
人
情
報
保
護
制

度
に
つ
い
て
は
「
改
正
個
人
情

階　級 年額報酬（改正前） 年額報酬（改正後）
団 長 200,600 円 同　額
副 団 長 129,300 円 同　額
分 団 長 72,200 円 同　額
副 分 団 長 52,100 円 同　額
部 長 45,400 円 同　額
班 長 25,000 円 41,000 円
団 員 20,000 円 36,500 円
機 能 別 団 員 10,000 円 20,000 円

区　分 出動報酬（改正前） 出動報酬（改正後）
災害出動の場合

（火災・水災） 1 日につき 1,500 円
1 日につき
4 時間未満 4,000 円
4 時間以上 8,000 円

  新設
その他の出動の場合

（警戒、訓練など）

1 日につき　
4 時間未満 2,000 円
4 時間以上 4,000 円

報
保
護
法
」
の
規
定
に
よ
る
共

通
ル
ー
ル
が
直
接
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
各
地
方

公
共
団
体
の
議
会
は
、
そ
の
共

通
ル
ー
ル
の
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
、
自
律
的
な
対
応
に
委
ね
る

も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
町
議
会

と
し
て
は
、
引
き
続
き
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す

る
た
め
、
議
会
運
営
委
員
会
の

発
委
（
提
案
）
に
よ
り
条
例
制

定
す
る
も
の
で
す
。



論戦

ズバリズバリここが知りたいここが知りたい
選挙公約の実現に向けて、これからの町政について、小学校
統合や教育課題、総合型地域スポーツクラブ、経済活性化、
農業・観光振興、交通空白地域住民への移動支援　など

① 湯本　晴彦
・経済活性化について
・観光活性化について
・小学校１校統合について
・開かれた町政について

②  塚田　一男
・公約について
・小学校１校統合について
・総合型地域スポーツクラブについて

③ 西　　宗亮
・平澤町長の選挙公約について

・通学路交通安全について

④ 山本　岩雄
・これからの町政について　　　　・農業振興について
・佐野遺跡保存活用計画について　�
・現在進められている小学校統合計画について
・観光・農業立町としての環境への取り組みについて

⑤ 髙田　佳久 ・選挙公約等の実現に向けた取り組みは

⑥ 湯本るり子
・今回の町長選挙について　　　・�農道の管理について
・教育行政、小学校の統廃合問題について
・平和行政について

⑦ 渡辺　正男
・小学校、中学校の教育環境をどう評価するか
・公共交通空白地域の住民の外出・移動支援にどう取り組むか
・第２期スポーツ推進計画策定にどう取り組むか
・医療の負担軽減にどう取り組むか

⑧ 小林　克彦
・選挙戦の総括と政治姿勢について
・選挙管理委員会への問い合わせについて
・公たる身分の者のプライバシーとモラルについて
・期待を受けている活躍の成果について　　・公約の詳細について

⑨ 白鳥　金次
・選挙公報について　　　　・選挙用ビラについて
・統合小学校について　　　・選挙結果について

３月20日、22日、2３日の３日間にわたり行われ、登壇議員は９人、傍聴者は延べ５６人でした。

議会だより第133号令和5年5月 28

※�感染症拡大防止のため、議員・答弁者・傍聴人全員がマスクの着用・手洗いなどを行い、議場内は演壇と質問席に仕切り板を設置し、開
催しました。休憩時には換気を行い、傍聴人数も１５人までとさせていただきました。ご理解ご協力いただきありがとうございました。

一般質問

　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者1人の質問時間は25分です（答弁を含めて概ね1時間）。



　
　
　
　
　
　
　
　
　

一般質問

29 令和5年5月 議会だより第133号

小学校１校統合しない可能性は
町長―100年に１度の大事業、慎重に進めたい

 

人
口
減
少
問
題

質
問　

季
節
雇
用
で
は
定
住
に

繋
が
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は

通
年
で
仕
事
が
あ
る
状
態
に
す

べ
き
。
全
町
的
に
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
と
な
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
明
け
か
ら
７
月
中
旬
の
期
間

に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
集
中
さ
せ

た
り
、
民
間
で
行
っ
て
い
る
山

開
き
や
新
緑
祭
な
ど
を
う
ま
く

統
合
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　

世
界
的
に
ど
の
リ
ゾ
ー

ト
地
で
も
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策

に
苦
戦
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト

を
そ
の
時
期
に
絡
ま
せ
る
こ
と

は
非
常
に
良
い
ア
イ
デ
ア
。

 

３
観
光
地
の 

　 

１
リ
ゾ
ー
ト
化

質
問　

町
の
認
知
を
上
げ
て
い

く
た
め
に
は
。

町
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
使
っ
て
目
に
止
ま
る
よ
う
な

対
策
、
来
た
人
が
も
う
１
回
来

た
く
な
る
、
も
し
く
は
友
達
に

教
え
た
く
な
る
、
そ
う
い
う
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
。

質
問　

町
に
来
た
と
い
う
よ
り
、

湯
田
中
に
来
た
、
渋
に
来
た
、

志
賀
に
来
た
、
北
志
賀
に
来
た

と
い
う
現
状
。
全
体
を
ひ
と
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
と
め
た
方

が
発
信
し
や
す
い
の
で
は
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
し

っ
か
り
と
雰
囲
気
づ
く
り
を
し

た
上
で
、
全
体
を
取
り
ま
と
め

て
「
山
ノ
内
町
」
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

全
体
で
ま
と
め
た
方
が

補
助
金
を
取
り
や
す
く
な
る
。

ま
た
１
泊
よ
り
町
内
で
２
泊
、

１
泊
２
食
が
町
内
で
１
泊
３
食
、

４
食
と
、
少
し
で
も
町
内
消
費

に
つ
な
が
る
の
で
は
。

町
長　

１
食
で
も
１
泊
で
も
多

く
滞
在
し
て
も
ら
う
の
は
賛
成
。

そ
の
意
味
で
情
報
発
信
を
し
っ

か
り
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
統
合
問
題

質
問　

町
長
の
考
え
は
教
育
委

員
会
の
方
針
に
沿
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

統
合
を
や
め
る
と
か

で
は
な
く
、
統
合
自
体
は
進
め

て
い
く
こ
と
で
全
く
違
う
と
は

考
え
て
い
な
い
。

質
問　

１
校
統
合
し
な
い
と
い

う
可
能
性
は
。

町
長　

１
校
に
限
定
し
て
考
え

て
い
な
い
。
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
９
年

間
の
一
貫
教
育
が
で
き
る
と
い

う
側
面
で
、
中
学
校
敷
地
内
に

小
学
校
を
持
っ
て
く
る
こ
と
は

悪
く
な
い
。

質
問　

混
乱
を
招
い
て
い
る
と

思
う
が
。

町
長　

１
０
０
年
に
１
度
の
大

事
業
。
慎
重
に
い
き
た
い
。
こ

れ
か
ら
数
か
月
か
け
て
し
っ
か

り
と
基
本
計
画
を
皆
さ
ん
と
一

緒
に
練
っ
て
い
き
た
い
。

 

庁
舎
内
を 

　
ど
う
ま
と
め
る
か

質
問　

公
約
実
現
に
は
職
員
の

業
務
量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
、
多
く
あ
る

〇
〇
計
画
と
い
う
も
の
を
必
要

最
低
限
に
留
め
た
り
、
負
担
軽

減
し
た
り
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

引
き
続
き
調
査
し
た
い
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
軽
減
も

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

町
長
が
た
た
き
台
を
作

る
こ
と
で
外
注
費
も
下
が
る
が
。

町
長　

私
が
作
る
べ
き
だ
と
思

う
。
今
後
は
私
が
リ
ー
ド
し
て

い
く
。

質
問

町
長

湯本晴彦のつぶやき

湯
ゆ

本
も と

 晴
は る

彦
ひ こ

給料カットも良い
が、給料以上に成
果を上げてもらい
たい

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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１校統合はどうなるのか

３小学校全体の児童数見通し（R3.9.1現在）

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

教
育
長

町
長



一般質問

保
育
料
、
給
食
費
の
無
料
化
を
目
指
す
と
は

町
長
―
財
源
確
保
や
中
長
期
的
観
点
で
前
向
き
に
検
討
す
る

質
問　

開
か
れ
た
町
政
と
は
。

町
長　

今
ま
で
町
民
と
の
対
話

が
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
町
民
の
声
を

聞
い
て
町
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　

ま
た
、
住
民
目
線
で
は
、
町

内
の
事
業
経
営
者
、
子
育
て
を

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
声
を
し

っ
か
り
と
聞
く
機
会
を
持
つ
こ

と
で
、
町
政
運
営
が
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

子
育
て
し
や
す
い
町
づ

く
り
に
つ
い
て
は
。

町
長　

給
食
費
の
無
料
化
に
は

約
５
～
６
０
０
０
万
円
の
財
源

確
保
が
必
要
、
保
育
園
の
無
料

化
に
関
し
て
も
、
現
在
3
歳
未

満
が
有
料
で
、
3
歳
児
か
ら
は

無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
。
3

歳
児
未
満
の
無
料
化
に
は
１
５

０
０
万
円
以
上
の
財
源
が
必
要

で
、
同
時
に
保
育
士
確
保
な
ど

も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
方
策
を
探
っ
て
い
く
。

質
問　

保
育
士
確
保
に
と
も
な

う
処
遇
改
善
を
考
え
る
と
は
。

町
長　

保
育
士
確
保
に
係
る
業

務
委
託
は
短
期
的
な
解
決
策
の

た
め
、
中
長
期
的
に
は
保
育
士

の
手
当
を
増
や
す
な
ど
、
町
と

し
て
保
育
士
確
保
が
で
き
、
か

つ
、
町
内
に
居
住
し
て
仕
事
が

で
き
る
よ
う
な
、
資
金
的
サ
ポ

ー
ト
を
視
野
に
入
れ
た
い
。
ま

た
、
他
自
治
体
で
は
保
育
士
の

手
当
増
額
で
人
員
確
保
へ
の
取

り
組
み
も
あ
り
、
こ
の
点
を
含

め
検
討
し
た
い
。

質
問　

千
葉
県
で
は
、
5
年
度

か
ら
多
子
世
帯
へ
の
給
食
費
無

料
化
取
り
組
み
を
開
始
予
定
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
施
策
検
討
に

議会だより第133号令和5年5月 30

学童、少年を含め、
野球人口減少は危機
的状態。先の侍ジャ
パンが特効薬になる
ことを期待

質
問

塚田一男のつぶやき

塚
つ か だ

田 一
か ず お

男

つ
い
て
は
。

町
長　

2
人
目
や
3
人
目
か
ら

と
い
う
こ
と
も
良
い
ア
イ
デ
ア

と
思
う
の
で
、
こ
の
点
を
含
め

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
教
育
と
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
整
え
る
と
は
。

町
長　

社
会
体
育
館
が
な
い
現

在
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
の
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

施
設
が
必
要
か
。
ま
た
、
例
と

し
て
、
小
学
校
統
合
で
中
学
校

敷
地
内
へ
の
建
設
に
な
っ
た
場

合
、
プ
ー
ル
が
な
く
な
る
と
い

う
問
題
も
あ
る
の
で
総
合
体
育

館
を
プ
ー
ル
付
施
設
と
し
て
将

来
計
画
す
る
こ
と
で
の
解
決
な

ど
、
今
後
し
っ
か
り
と
し
た
検

討
が
必
要
。

質
問　

少
子
化
背
景
の
様
々
な

要
因
と
そ
の
対
策
な
ど
は
。

町
長　

町
で
も
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
る
が
、
出
会
い

の
場
が
な
い
、
経
済
的
な
格
差

も
問
題
と
思
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
が
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
の
効
果
は
若
干
疑
問
に
思

う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
と
し
て
、

よ
り
出
会
い
が
増
え
そ
う
な
、

ハ
ブ
の
よ
う
な
場
所
創
設
な
ど
、

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
。

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
と
医
療
で
健

康
長
寿
の
町
へ
の
施
策
内
容
は
。

町
長　

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
健
康
増
進
と
未

病
・
予
防
に
力
を
入
れ
た
い
。

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

栗原　恵  講師によるキッズバレーボール教室
（３月18日　中学校体育館）



一般質問

31 令和5年5月 議会だより第133号

 

平
澤
新
町
長
の 

 

選
挙
公
約
は

質
問　
「
ま
ず
は
町
長
給
料
30

％
カ
ッ
ト
か
ら
始
め
る
」
と
選

挙
公
約
の
冒
頭
に
あ
っ
た
が
、

30
％
の
根
拠
は
な
に
か
。

町
長　

大
き
な
理
由
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
町
の
経
済
が
疲
弊
し
て

い
る
中
で
、
町
の
経
済
を
し
っ

か
り
と
活
性
化
す
る
ま
で
、
私

も
身
を
削
り
な
が
ら
頑
張
る
と

い
う
覚
悟
を
お
示
し
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

私
も
生
活
が
あ
る
の
で
、
50

％
で
は
大
き
過
ぎ
る
し
、
20
％

以
下
だ
と
覚
悟
が
伝
わ
ら
な
い

と
思
い
30
％
に
し
た
。

質
問　

首
長
や
議
員
な
ど
公
職

に
あ
る
人
間
が
得
た
給
料
の
一

部
を
自
主
返
納
す
る
こ
と
や
勝

手
に
一
部
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と

な
ど
は
、
公
職
選
挙
法
に
抵
触

す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
ご
承
知
か
。

町
長　

承
知
は
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す

る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
正
式
な
形
で
30
％
カ
ッ
ト

を
進
め
る
た
め
に
総
務
課
と
も

し
っ
か
り
話
を
し
な
が
ら
や
っ

て
い
く
。

質
問　

特
別
職
の
給
料
も
、
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

町
長
の
給
料
減
額
に
は
条
例
改

正
が
必
要
に
な
る
と
思
う
の
で
、

ぜ
ひ
法
律
違
反
に
な
ら
な
い
よ

う
に
進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

ほ
か
の
特
別
職
の
職
員
と
の
バ

ラ
ン
ス
や
影
響
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　

必
要
な
条
例
改
正
は
、

６
月
議
会
定
例
会
へ
提
案
し
た

い
と
思
う
。
ま
た
、
ほ
か
の
特

別
職
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
私
の
信
念
と
い
う

と
こ
ろ
で
私
の
み
の
カ
ッ
ト
で

あ
り
、
全
く
何
の
問
題
も
な
い

と
考
え
て
い
る
。

  

小
学
校
統
合
を 

  

見
据
え
て
中
学
校 

  

校
門
前
に
信
号
機 

  

設
置
を

質
問　

通
学
路
交
通
安
全
点
検

は
２
月
に
実
施
さ
れ
点
検
箇
所

や
状
況
が
す
で
に
公
表
さ
れ
た

対
応
の
早
さ
は
評
価
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
昨
年
の
安
全
点

検
は
８
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

教
育
次
長　

隔
年
で
夏
、
冬
と

い
う
こ
と
で
実
施
し
て
い
る
。

今
回
は
非
常
に
寒
い
冬
で
あ
り
、

関
係
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
だ
っ

た
と
思
う
。
雪
の
中
を
子
ど
も

た
ち
が
歩
い
て
い
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
で
あ

り
有
意
義
で
あ
っ
た
。

質
問　

今
回
の
安
全
点
検
に
中

学
校
付
近
が
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
に
思
う
。
近
隣
の
市
町
村

で
も
小
中
学
校
の
校
門
前
あ
る

い
は
出
入
口
付
近
に
は
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
大

抵
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
も
３
小
学
校
の
校
門
前

や
出
入
り
口
付
近
に
は
以
前
か

ら
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
中
学
校
の
校
門
前
は
通
行

量
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。
近
い
将
来
、

小
学
校
が
統
合
し
中
学
校
の
敷

地
に
建
設
さ
れ
る
な
ら
ば
統
合

基
本
計
画
の
中
で
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

町長給料30％カットの根拠は
町長―身を削り町政に取り組む覚悟と決意

質
問

町
長

小学校統合を見据えてもほしい信号機

質
問

質
問

質
問

教
育
次
長

３期12年議員活
動を支えてくれた
皆さんに感謝感謝
本当にありがとう
ございました

西　宗亮のつぶやき

西
に し

　 宗
そ う

 亮
す け

町
長

質
問

町
長



一般質問

ブ
ラ
ン
ド
農
業
振
興
費
補
助
の
制
度
は

  

農
業
振
興

質
問　

果
樹
共
済
掛
金
補
助
申

請
の
件
数
は
。

農
林
課
長　

４
年
度
の
補
助
件

数
は
１
４
３
戸
。

質
問　

収
入
保
険
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

農
林
課
長　

収
入
保
険
は
農
業

者
自
身
で
生
産
販
売
す
る
農
作

物
が
包
括
的
に
す
べ
て
補
償
の

対
象
と
な
る
。
価
格
低
下
や
品

質
低
下
な
ど
経
済
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
を
全
て
補

償
の
対
象
と
し
て
い
る
。

質
問　

農
業
の
労
働
力
不
足
の

解
決
は
。

町
長　

町
が
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

し
て
労
働
力
の
解
決
の
糸
口
を

見
つ
け
て
い
く
。

  

こ
れ
か
ら
の
町
政

質
問　
「
孫
た
ち
が
帰
っ
て
き

た
く
な
る
町
へ
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
へ
の
想
い
と
方

策
は
。

町
長　

経
済
の
活
性
化
が
一
番

だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
住
む

と
こ
ろ
・
働
く
と
こ
ろ
・
教
育

と
い
う
３
つ
の
要
素
が
魅
力
的

な
町
に
し
て
い
く
と
考
え
る
。

質
問　

今
ま
で
の
町
政
を
評
価

す
る
点
は
。

町
長　

観
光
面
で
は
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
や
志
賀
高
原
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
、
手
厚

い
子
育
て
支
援
な
ど
良
い
政
策

は
継
続
し
て
い
く
。

  

佐
野
遺
跡 

  

保
存
活
用
計
画

質
問　

佐
野
遺
跡
保
存
活
用
計

画
と
は
。

教
育
長　

保
存
お
よ
び
活
用
に

組
織
的
に
取
り
組
む
た
め
の
共

通
事
項
を
明
示
し
、
そ
の
保
存

や
整
備
に
関
す
る
将
来
的
な
方

針
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。

質
問　

こ
の
計
画
の
進
め
方
は
。

教
育
長　

基
礎
資
料
と
な
る
測

量
図
を
作
成
し
、
保
存
計
画
策

定
委
員
会
で
再
整
理
作
業
の
成

果
や
過
去
の
情
報
を
も
と
に
佐

野
遺
跡
の
特
徴
を
生
か
し
た
計

画
に
し
て
い
き
た
い
。

 

小
学
校
統
合
計
画

質
問　

中
学
校
の
プ
ー
ル
が
な

く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
。

教
育
長　

水
泳
学
習
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
学
校
の
意
見

や
考
え
を
聞
い
て
、
施
設
部
会

や
教
育
部
会
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

 

英
語
教
育
の
強
化

質
問　

英
語
教
育
の
強
化
の
具

体
は
。

町
長　

英
語
を
話
せ
な
い
現
実

が
あ
る
。
外
国
人
旅
行
者
が
増

え
れ
ば
実
践
で
も
英
語
が
使
え

る
環
境
が
増
え
る
。
そ
う
し
た

環
境
も
活
用
し
な
が
ら
実
践
で

も
使
え
る
英
語
力
を
磨
け
る
方

法
を
、
教
育
現
場
と
話
し
合
い

な
が
ら
進
め
る
。

  

環
境
へ
の
取
り
組
み

質
問　

世
界
首
長
誓
約
に
宣
誓

し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
政
策
を

推
進
す
る
考
え
は
。

町
長　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
政
策
は

町
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
率
先
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
町
の
中

に
取
り
組
む
環
境
を
整
備
し
、

ま
ず
は
公
用
車
の
あ
り
方
か
ら

今
後
検
討
し
て
い
く
。

農
林
課
長
―
４
年
度
の
補
助
実
績
は
約
３
８
０
万
円佐野式土器の展示（志賀高原ロマン美術館特別展示）
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※１　果樹共済：農業保
険法に基づき、自然災害、
病虫害、鳥獣害等による
農業者が受ける収穫量の
減少等の損失を国と加入
者の拠出に基づく保険の
仕組みにより補てん。

※２　収入保険：全ての
農産物を対象に、自然災
害による収量減少や価格
低下など、農業者の経営
努力では避けられない
様々なリスクによる損失
を農産物の販売収入の全
体を補償。青色申告を
行っている農業者（個人・
法人）が加入できる。

質
問

質
問

質
問

コロナ禍の３年間
だった
少しずつ回復の兆
しが…

教
育
長

町
長

※
１

山
や ま も と

本 岩
い わ

雄
お

山本岩雄のつぶやき

農
林
課
長

質
問

農
林
課
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

質
問

町
長

町
長

※
２



一般質問
 

空
家
対
策
の
推
進
を

質
問　

昨
年
11
月
に
湯
田
中
地

区
空
家
対
策
協
議
会
よ
り
、
空

家
対
策
の
推
進
に
関
す
る
陳
情

が
提
出
。
検
討
の
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長　

町
空
家
対
策

協
議
会
に
諮
っ
た
が
、
ま
だ
結

論
は
出
な
い
。
法
律
や
制
度
等

が
見
直
し
さ
れ
る
中
、
動
向
を

注
視
し
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

質
問　

過
去
に
台
風
で
廃
ホ
テ

ル
の
大
型
看
板
が
落
下
し
た
事

例
が
あ
る
。
台
風
や
地
震
等
の

自
然
災
害
か
ら
人
命
の
保
護
が

最
大
限
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
。

危
機
管
理
の
観
点
で
町
国
土
強

靭
化
計
画
で
の
空
家
の
対
応
は
。

危
機
管
理
課
長　

老
朽
化
の
進

む
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
建
築

物
の
除
去
に
係
る
支
援
に
つ
い

て
の
検
討
と
な
る
。

質
問　

国
土
交
通
省
の
空
家
対

策
総
合
支
援
事
業
の
活
用
に
関

し
、
町
行
政
の
財
政
的
な
支
援

が
必
要
。
公
約
に
掲
げ
た
廃
ホ

テ
ル
な
ど
の
整
備
と
い
う
点
で

合
致
す
る
と
思
う
が
。

町
長　

国
の
補
助
金
を
積
極
的

に
活
用
し
て
、
廃
ホ
テ
ル
、
空

家
対
策
を
進
め
た
い
。

学
校
統
合
の
考
え
方

質
問　

学
校
統
合
に
関
し
て
、

一
番
大
事
な
こ
と
は
。

教
育
長　

統
合
す
る
理
念
が
一

番
大
事
。
統
合
準
備
委
員
会
を

設
置
し
、
整
備
計
画
案
を
総
合

教
育
会
議
で
議
論
し
た
。
そ
の

中
に
、
統
合
小
学
校
の
目
指
す

姿
・
学
校
像
お
よ
び
目
指
す
子

ど
も
の
姿
や
重
点
と
な
る
教
育

な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

質
問　

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ

の
加
盟
は
。

教
育
次
長　

今
ま
で
早
く
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
と
期
待
。

  

ふ
る
さ
と
納
税 

  

倍
増
計
画
と
は

質
問　

寄
附
額
の
3
年
度
決
算

額
お
よ
び
4
年
度
の
見
込
額
は
。

総
務
課
長　

３
年
度
は
３
億
３

６
５
０
万
円
、
４
年
度
は
３
億

４
０
０
０
万
円
を
超
え
る
見
込

み
。

質
問　

公
約
の
10
億
円
は
、
倍

増
以
上
の
目
標
値
と
な
る
が
、

率
直
に
達
成
で
き
る
見
通
し
は
。

町
長　

10
億
円
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
当
町
は
持
っ
て
い
る
。
目

標
値
の
達
成
に
は
、
プ
ロ
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
必
要
な
の
で
、
４
月
以
降
に

プ
ロ
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

6
年
度
達
成
を
目
標
に
し
た
い
。

質
問　

公
約
で
10
億
円
と
し
て

い
る
が
、
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
で
は
、
８
年
度
目
標
額
を

４
億
円
と
し
て
い
る
。
計
画
の

見
直
し
な
ど
、
今
後
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

６
年
度
の
達
成
を

前
提
に
検
討
し
、
見
直
す
必
要

が
あ
れ
ば
直
す
。

質
問　

５
年
度
の
ふ
る
さ
と
基

金
充
当
事
業
は
、
41
項
目
で

1
億
３
５
５
４
万
円
。
事
業
割

合
は
、
ハ
ー
ド
18
・
６
％
、
ソ

フ
ト
81
・
４
％
だ
が
、
長
期
に

わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
、
年
代
を

超
え
て
幅
広
く
住
民
に
と
っ
て

恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
と
い
っ
た

観
点
か
ら
ハ
ー
ド
事
業
へ
の
増

額
配
分
を
。

町
長　

今
後
、
庁
内
で
検
討
し
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
や
り
た
い
。

廃ホテルなどの整備、再利用サポートとは
町長―Ｍ＆Ａも視野に入れた整備体制が必要

空家の除去および利活用が課題

※Ｍ＆Ａ mergers and 
acquisitions（マージャ
ーズ・アンド・アクイジ
ションズ）の略：企業
の合併・買収のことで、
２つ以上の会社がひと
つになったり（合併）、
あるいは会社が他の会
社を買ったりすること

（買収）です。

質
問

質
問
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危
機
管
理
課
長

町
長

質
問

教
育
次
長

教
育
長

12年ぶりの選挙戦。
６月議会から新体制
でのスタート。新た
な時代をどう築ける
か

質
問

質
問

総
務
課
長

建
設
水
道
課
長

髙
た か だ

田　佳
よ し ひ さ

久

髙田佳久のつぶやき

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

総
務
課
長

※



一般質問
質
問　

プ
ー
ル
問
題
、
通
学
方

法
、
空
き
校
舎
の
利
活
用
策
、

事
業
費
等
も
関
係
が
あ
る
の
で
、

並
行
し
て
検
討
し
町
民
合
意
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

準
備
委
員
会
含
め
教
育

委
員
会
と
協
議
を
重
ね
、
町
民

の
合
意
も
と
り
進
め
た
い
。

質
問　

プ
ー
ル
は
大
事
な
施
設

だ
と
思
う
が
。

町
長　

学
校
自
体
に
プ
ー
ル
が

必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
思

う
が
町
に
は
必
要
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。

質
問　

実
施
計
画
で
は
事
業
費

が
20
億
円
。
今
後
も
っ
と
か
か

る
の
で
は
な
い
か
。
国
も
大
変

な
赤
字
の
状
況
で
、 

こ
の
よ
う

な
使
い
方
が
い
い
の
か
ど
う
か
。

町
長　

物
価
高
が
進
ん
で
い
く

中
で
費
用
増
加
の
可
能
性
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
辺
も

し
っ
か
り
吟
味
し
な
が
ら
協
議

「こどもかいぎ」
という映画を観た。
子どもたちは自分
の意見を持ってい
る。意見を聞いて
あげる場が大事

小
学
校
の
統
廃
合
、一
旦
立
ち
止
ま
っ
て
に
は
賛
成
、今
後
は

町
長
―
町
の
将
来
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
方
法
を
模
索
し
た
い

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
農
道
の
管
理
は

質
問　

管
理
条
例
を
制
定
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長　

平
成
17
年
度
に
策

定
し
た 

町
農
道
認
定
お
よ
び

管
理
要
綱
に
基
づ
き
農
道
認
定

や
廃
止
変
更
お
よ
び
管
理
な
ど

の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。
見

直
し
が
必
要
な
場
合
は
要
綱
の

一
部
改
正
を
検
討
す
る
。

質
問　

現
在
の
農
道
台
帳
は
い

つ
作
成
さ
れ
た
の
か
。

農
林
課
長　

平
成
２
年
度
に
様

式
を
統
一
し
、
整
理
し
た
も
の

を
管
理
・
保
管
し
て
い
る
。

質
問　

９
月
議
会
で
「
農
道
の

管
理
は
、
原
則
と
し
て
地
元
受

益
者
が
行
う
」
と
答
弁
さ
れ
た

が
、
町
で
あ
る
と
思
う
が
。

農
林
課
長　

管
理
者
は
、
町
。

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問　

中
部
電
力
の
送
電
線
鉄

塔
工
事
の
こ
と
で
農
道
と
町
道

台
帳
の
不
自
然
な
部
分
が
わ
か

っ
た
。
農
道
と
農
道
の
間
に
町

道
が
入
っ
て
い
る
。
行
政
の
立

場
で
つ
く
る
要
綱
で
は
な
く
、

議
会
の
議
決
が
必
要
な
条
例
で

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

必
要
で
あ
れ
ば
条
例
等

つ
く
っ
て
い
く
検
討
を
し
た
い
。

  

平
和
行
政
は

質
問　

戦
争
か
平
和
か
大
き
な

岐
路
に
あ
る
現
在
、
平
和
行
政

は
重
要
。
町
長
の
所
信
は
。

町
長　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
武
力

行
使
を
禁
止
し
た
国
連
憲
章
に

対
す
る
重
大
な
違
反
で
あ
り
、

残
酷
な
暴
力
行
為
で
多
く
の
死

傷
者
を
出
し
、
断
じ
て
容
認
で

き
な
い
。
町
は
、
平
和
の
町
宣

言
の
ほ
か
、
平
和
首
長
会
議
へ

の
加
盟
、
被
爆
二
世
樹
木
の
植

樹
、
中
学
生
を
平
和
親
善
大
使

と
し
て
広
島
へ
派
遣
な
ど
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
私
は
、

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

た
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
で
あ
り
、
平

和
を
希
求
し
て
い
く
こ
と
が
当

然
で
あ
り
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ

の
機
会
を
通
じ
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
様
々
な
形
で
平

和
を
訴
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

南小学校プールと体育館
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質
問

質
問

町
長

農
林
課
長

湯本るり子のつぶやき

湯
ゆ も と

本るり子
こ

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

農
林
課
長

質
問

農
林
課
長

質
問

質
問

町
長

町
長



一般質問

副
町
長　

現
在
１
レ
セ
プ
ト
当

た
り
５
０
０
円
の
負
担
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
こ
の
自
己
負
担

は
総
額
で
３
年
度
は
約
９
４
０

万
円
、
４
年
度
は
９
３
０
万
円

程
度
と
見
込
ま
れ
る
。
無
料
化

し
た
場
合
、
町
負
担
は
ほ
か
に

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
経
費
が

必
要
と
な
る
。

質
問　

県
内
77
自
治
体
中
、
無

料
化
は
18
自
治
体
、
３
０
０
円

が
14
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
し
や
す
い
町
と
な
る
よ

う
、
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

副
町
長　

医
療
費
の
軽
減
、
特

に
子
育
て
環
境
の
整
備
と
い
う

観
点
か
ら
非
常
に
重
要
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。
あ
と
は
財

源
の
話
に
な
る
。
子
育
て
支
援

を
総
合
的
に
捉
え
た
中
で
効
果

的
な
財
源
投
入
が
必
要
だ
。

18
歳
以
下
の
国
保
税 

均
等
割
の
軽
減
を

副
町
長　

今
年
度
か
ら
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
全
国
的
に

未
就
学
児
の
均
等
割
２
分
の
１

軽
減
が
行
わ
れ
て
い
る
。
厚
労

省
は
「
制
度
上
、
国
の
基
準
を

超
え
る
軽
減
税
率
の
適
用
は
市

町
村
に
お
い
て
は
で
き
な
い
。

一
律
減
免
も
、
法
律
違
反
と
明

確
に
は
言
え
な
い
ま
で
も
不
適

当
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示

し
て
い
る
が
、
町
村
会
等
で
は
、

国
に
対
し
て
こ
の
財
源
確
保
を

求
め
て
制
度
拡
充
の
要
望
を
出

し
て
い
る
。
子
育
て
環
境
の
充

実
は
、
大
変
重
要
。
税
率
改
定

の
議
論
に
も
合
わ
せ
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
べ
き
課
題
だ
と
考

え
て
い
る
。

 

ス
ポ
ー
ツ
の 

 

ま
ち
づ
く
り
に 

 

ど
う
取
り
組
む
か

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
動

か
す
こ
と
、
楽
し
む
こ
と
に
加

え
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
体

力
向
上
、
介
護
予
防
、
交
流
人

口
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

に
お
い
て
も
多
面
的
な
効
果
を

有
し
て
い
る
。
町
民
、
地
域
、

学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
、

行
政
が
連
携
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
問　

前
回
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
で
は
「
社
会
体
育
館
に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま

す
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回

の
計
画
で
は
ど
う
な
っ
た
か
。

教
育
長　
「
既
存
施
設
の
必
要

な
改
修
を
進
め
る
と
と
も
に
学

校
の
体
育
施
設
の
有
効
活
用
を

図
り
ま
す
」
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

５
年
間
で
１
回
で
も

「
具
体
的
な
検
討
」を
し
た
の
か
。

教
育
長　

承
知
し
て
い
な
い
。

今
回
の
計
画
は
、
第
６
次
総
合

計
画
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
。

質
問　
「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
イ

ベ
ン
ト
の
誘
致
」
の
文
言
も
削

除
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
結
び
つ
け
る

と
い
う
大
事
な
視
点
だ
っ
た
。

町
長　

私
も
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光

は
、
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

選
挙
中
、
い
ろ
ん
な
方
々
か
ら

聞
い
て
い
る
の
で
、
今
後
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設

立
を
踏
ま
え
て
、
ど
う
い
う
施

設
が
あ
る
べ
き
な
の
か
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

福祉医療費の窓口完全無料化を

○現物給付方式
　（例）医療費10,000円、未就学児（保険診療の自己
　　　　負担２割⇒2,000円）の場合

たどたどしく
「わた」と記した息子。
無効票にはなったものの
その健気な挑戦に感謝
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質
問

渡辺正男のつぶやき

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

副
町
長

教
育
長

町長―町民ニーズ、財源等を考慮し考えたい

副
町
長

副
町
長

質
問

教
育
長

質
問

町
長

教
育
長

質
問



一般質問
質
問　

統
合
は
一
旦
立
ち
止
ま

っ
て
議
論
す
る
、
と
は
具
体
的

に
何
を
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

町
民
と
し
っ
か
り
と
情

報
の
共
有
や
検
討
を
し
な
が
ら
、

た
だ
単
純
に
子
ど
も
の
数
が
減

っ
た
の
で
ま
と
め
る
、
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
魅
力
の
あ
る
教

育
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
「
魅
力
あ
る
教
育
」
と

い
う
表
現
は
非
常
に
魅
力
が
あ

る
が
、
そ
の
意
味
す
る
内
容
が

わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
魅
力

と
は
一
人
ひ
と
り
が
異
な
り
、

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

た
と
え
ば
須
賀
川
の

「
里
山
よ
う
ち
え
ん
お
や
ま
の

お
う
ち
」
な
ど
や
英
語
教
育
、

西
小
学
校
の
跡
地
を
使
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
と
ア
ー
ト
に
特
化
し

た
学
校
を
持
っ
て
く
る
な
ど
、

教
育
と
い
う
側
面
で
経
済
活
性

化
と
人
口
増
加
を
は
か
る
議
論

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

大
規
模
校
、
小
規
模
校

と
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
現
状

は
小
規
模
校
と
極
小
規
模
校
の

状
況
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
１
校

統
合
は
、
北
小
学
校
の
保
護
者

か
ら
提
起
さ
れ
た
切
実
な
思
い

か
ら
だ
。
そ
れ
も
今
で
は
全
町

で
出
生
人
数
が
40
人
台
と
な
り
、

今
後
さ
ら
に
児
童
数
は
減
と
な

る
こ
と
か
ら
統
合
し
な
け
れ
ば
、

全
校
が
ク
ラ
ス
替
え
ど
こ
ろ
か
、

複
式
学
級
も
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
状
況
を
見
込
む
な
か
で
、
１

校
統
合
が
議
論
さ
れ
、
審
議
会

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
重
ね
、
１
校

統
合
や
む
無
し
と
し
て
今
回
の

改革・変革は目的
にあらず、手段で
ある

小
学
校
の
１
校
統
合
は
ど
う
す
る
の
か

町
長
―
準
備
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
町
民
と
情
報
共
有
し
進
め
る

整
備
計
画
案
の
提
案
に
至
っ
て

い
る
。
統
合
校
の
議
論
は
当
然

だ
が
、
白
紙
や
原
点
に
戻
る
こ

と
な
ど
あ
り
え
な
い
。

町
長　

こ
れ
か
ら
準
備
委
員
会

を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
と
議
論

を
重
ね
町
民
の
皆
さ
ま
と
も
情

報
を
共
有
し
て
進
め
る
。

質
問　

観
光
の
売
り
出
し
方
に

つ
い
て
、
20
日
の
答
弁
で
志
賀

高
原
・
湯
田
中
渋
温
泉
・
北
志

賀
高
原
を
一
体
で
売
り
出
す
提

案
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が

あ
る
の
で
個
別
に
、
22
日
の
答

弁
で
は
、
志
賀
高
原
ブ
ラ
ン
ド

は
過
去
の
も
の
な
の
で
、
町
一

体
で
や
る
べ
き
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
結
局
ど
ち
ら
な
の
か
。

町
長　

町
一
丸
と
な
る
こ
と
と
、

３
地
区
の
個
性
を
伸
ば
し
連
携

を
と
る
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

町
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

志
賀
高
原
の
施
設
に
言
及
さ
れ

「
ホ
テ
ル
・
リ
フ
ト
は
老
朽
化

し
て
お
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が

必
要
だ
が
、
民
間
に
は
多
額
の

資
金
を
融
資
す
る
銀
行
も
な
く
、

こ
の
ま
ま
で
は
志
賀
高
原
の
ス

キ
ー
場
は
死
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。

町
が
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
た

い
」
と
の
答
弁
だ
が
、
何
か
直

接
す
る
の
か
。

町
長　

支
援
の
仕
方
は
検
討
会

議
を
開
き
、
専
門
家
を
入
れ
て

検
討
し
て
い
く
。

統合小学校建設予定地（中学校敷地）
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質
問

町
長

小林克彦のつぶやき

小
こ ば や し

林 克
か つ ひ こ

彦

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

※１　大規模校：小学校
の全学年で、25学級以上
の学校

※２　小規模校：小学校
の全学年で、いずれかの
学年に単学級が生じ、全
学年で11学級以下の学校

※３　極小規模校：小学
校の全学年で、２学年合
わせて16人以下で構成さ
れる学校

※４　複式学級：２つ以
上の学年を、ひとまとめ
にした学級

※
１

※
２

※
３

※
４



一般質問

質
問　

統
合
小
学
校
整
備
計
画

（
案
）
の
第
２
章
、
基
本
方
針

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

４
つ
の
思
い
を
ひ
と
つ

に
つ
な
ぎ
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
。
故
郷
か
ら
世
界
に
羽
ば

た
く
一
人
ひ
と
り
が
未
来
の
つ

く
り
手
。
こ
の
こ
と
を
含
め
、

整
備
計
画
（
案
）
に
書
い
て
あ

る
よ
う
な
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
重
点
と
す
る
教
育
。

人
権
教
育
、
福
祉
教
育
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
も
含
め
こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
も

ち
ろ
ん
尊
重
し
て
い
る
。
非
常

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

魅
力
あ
る
学
校
に
し
て

い
く
な
か
で
、
基
本
計
画
に
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
も
入
れ
た
い
と

い
う
が
、
内
容
は
。

町
長　

こ
の
策
定
に
私
は
関
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
、
統

合
準
備
委
員
会
が
進
む
に
つ
れ

て
議
論
を
し
て
い
く
テ
ー
マ
と

し
て
、
よ
り
魅
力
を
つ
く
れ
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
英
語
教

育
を
、
さ
ら
な
る
強
化
を
し
て
、

し
っ
か
り
と
検
討
材
料
に
入
れ

て
い
き
た
い
の
で
、
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
を
こ
ち
ら
の
基
本
計
画

に
載
せ
る
形
で
考
え
て
い
る
。

質
問　

統
合
小
学
校
の
目
指
す

姿
、
こ
れ
を
実
践
す
る
な
か
で
、

魅
力
あ
る
人
間
に
成
長
し
て
い

く
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

見
方
で
魅
力
と
い
う
の
を
解
釈

し
て
も
い
い
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
は
。

町
長　

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

こ
こ
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
魅

力
の
あ
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
と
、
学
校
そ
の

も
の
が
魅
力
的
で
、
外
か
ら
こ

の
学
校
に
通
わ
せ
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
学
校
教

育
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
。
そ
れ
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

統
合
小
学
校
整
備
計
画

（
案
）
を
、
地
域
住
民
、
保
護

者
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
さ
れ
る

方
、
ま
た
、
今
ま
で
学
ん
で
い

る
児
童
や
生
徒
に
し
っ
か
り
示

し
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
足

り
な
い
部
分
は
、
つ
け
加
え
て

い
け
ば
良
い
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

し
っ
か
り
と
今
の
子
ど

の
た
ち
と
、
今
の
保
護
者
だ
け

で
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
の
保
護

者
に
な
る
方
々
と
も
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
中
身
を
詰
め
て
理

解
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

共
同
作
業
へ
の
支
援
を

質
問　

用
水
路
、
農
道
等
維
持

管
理
つ
い
て
は
、
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
の
な
か
で
苦
慮
し
て

い
る
。
機
械
の
借
上
げ
、
原
材

料
支
給
で
の
支
援
は
。

町
長　

引
き
続
き
、
少
し
で
も

負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
農
林
課

等
と
協
議
し
な
が
ら
、
町
の
皆

さ
ま
の
そ
う
い
う
難
し
い
と
こ

ろ
を
カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
。

小学校１校統合に向けての考えは
町長―魅力のある学校をつくるための議論を深めていきたい
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質
問

※
１

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

白鳥金次のつぶやき

５月の花　 花言葉
 スズラン　 純粋
 ハナミズキ  永続性
 フジ　　　 優しさ
 シバザクラ  合意
18代議会  コロナ禍
　色々ありました

※１　ユネスコスクール：ユネ
スコの理念や目的を学校のあら
ゆる面（組織運営や授業、プロ
ジェクト、経営方針など）に位
置づけ、児童・生徒の「心の中
に平和のとりでを築く」ことを
目指しています。また、ユネス
コが提唱する教育理念＝『学び
の 4 本柱』①知ることを学ぶ
②為すことを学ぶ③人間として
生きることを学ぶ④共に生きる
ことを学ぶを重視しています。

※２　ＥＳＤ：Education for
Sustainable Development の略
で「持続可能な開発のための教
育」と訳されています。持続可
能な社会を創造していくことを
目指す学習や活動であり、その
担い手を育む教育でもあります。

質
問

町
長

質
問

町
長

※
２

 配置イメージ図は検討用に作成したものであり、
決定したものではありません。（町 HP より）

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長
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誌上議会報告会アンケート結果
　令和５年１月 25 日発行の議会だよりに
おいて、第 16 回誌上議会報告会を開催し
ました。
　その際にアンケートを同封し 41 人の方
からご意見を頂戴いたしました（集計期間
１月 25 日～２月 15 日）。
　たくさんの方にご協力いただき、誠にあ
りがとうございました。「議会に望むこと」
について、貴重なご意見を多数いただくこ
とができましたことに感謝を申し上げます。
　なお、意見については今後の議会活動に
活かしていきたいと思います。
　また、アンケート結果は議会ＨＰに掲載
しておりますので、ご覧ください。

１．性　別

男 31 

  ４．お住まい

東部 12 

女 10 南部 8 

その他 0 西部 13 

回答したくない 0 北部 8 

計 41 無回答 0 

２．年　代

10 代 0 計 41 

20 代 0 

  ５．誌上での
　   　議会報告会

良い 15 

30 代 1 仕方がない 10 

40 代 0 どちらでもない 11 

50 代 5 あまり良くない 3 

60 代 13 良くない 2 

70 代～ 22 無回答 0 

無回答 0 計 41 

計 41 

６．議会だより

読んでいる 38 

３．職　業

農林水産業 9 読んでいない 3 

自営業・会社経営・自由業 5 無回答 0 

会社員・公務員・店員等 8 計 41 

学生 0 

  ７．議会ホーム
　   　ページ

見ている 10 

パート・アルバイト 3 見ていない 31 

無職 10 無回答 0 

その他 6 計 41 

無回答 0 

計 41 実施期間：R5.1.25 ～ 2.15　回答者数：41 人

第16回 誌上議会報告会アンケート結果集計表
意見について確認（令和４年12月23日）
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議 会 全 員 協 議 会

請願・陳情請願・陳情皆さんからの皆さんからの
受理番号 件　　　名 陳　情　者 採決結果

陳情第12号 空き家対策に関する陳情書（継続審査）
湯田中区空き家対策協議会
　　　会長（湯田中区長）宮崎　幸雄

採　択
全会一致

陳情第１号
LPカス料金上昇に対する直接的な負担軽減
を求める陳情書

一般社団法人長野県LPガス協会
　　　　　　　　　　　　宮川　　浩

採　択
全会一致

陳情第２号
日本全体で解決すべき問題として、普天間基
地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の
安全の保護を求める陳情

コドソラ
　　　代表　与那城　千恵美

趣旨採択
全会一致

第１回（１月13日）
（１）議会側からの提出案件
　①第16回山ノ内町議会報告会について
　　　　

第３回（３月８日）
（１）執行機関からの提出案件
　①都市計画マスタープラン（案）について
　②空家等対策計画（案）について
　③町立小学校統合に係る進捗状況について
（２）議会側からの提出案件
　①山ノ内町議会の個人情報の保護に関する条例
　　等について
　②山ノ内町議会アンケートについて

　この度、議会議員を 15 年在職された方
を対象に、全国町村議会議長会から長年の
功績をたたえ、自治功労者表彰が授与され
ました。
　当町では髙田佳久議員が表彰され、３月
29 日の議会最終日終了後に伝達式が議場
にて行われました。15年表彰受賞者　髙田佳久議員15年表彰受賞者　髙田佳久議員

全国町村議会議長会
　（自治功労者）表彰

表 彰

第４回（３月29日）
（１）執行機関からの提出案件
　①副町長の選任について
　②教育委員会教育長の任命について

第５回（３月29日）
（１）執行機関からの提出案件
　①財務書類について
　②油漏えいについて
　③教育振興基本計画について
　④スポーツ推進計画について
　⑤町立統合小学校整備計画（案）について
（２）議会側からの提出案件
　①令和４年度議会議員活動費会計報告について

第２回（２月８日）
（１）執行機関からの提出案件
　①一般会計補正予算（専決）について
　②奥志賀高原町有地の貸付について

陳情・全員協議会・表彰
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予算審査

減
額
修
正
を
賛
成
多
数
で
可
決

統合小学校建設予定地（区画：線で囲まれた区域）
統合小学校整備計画（案）に加筆

　

５
年
度
の
予
算
審
査
は
、
３
月
８
日
に
予
算
決
算
審
査
委

員
会
（
委
員
長
＝
徳
竹
栄
子　

副
委
員
長
＝
山
本
岩
雄
）
へ

付
託
し
、
10
日
お
よ
び
13
～
16
日
と
５
日
間
を
か
け
て
審
査

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
減
額
修
正
の
動
議
が
あ
り
採
決
の
結
果
、

減
額
修
正
に
対
し
賛
成
9
反
対
3
で
、
減
額
分
を
除
い
た
予

算
案
に
対
し
賛
成
10
反
対
２
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
は
賛
成

10
、
反
対
２
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
、
公
共
水
道
事
業
会
計
、
農
業
集
落
排
水

事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
は
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

〈
総
務
費
〉

〇
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
経
費
面

の
検
証
を
含
め
、
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
効
果
的
な
事

業
推
進
を
は
か
る
こ
と
。

〇
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

目
的
と
対
象
者
を
明
確
に
し
、

戦
略
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

〇
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
は
業
務
効
率

が
上
が
る
よ
う
に
つ
と
め
る

こ
と
。

〈
危
機
管
理
費
〉

○
備
蓄
用
災
害
生
活
用
品
は
、

そ
の
内
容
を
検
討
し
、
充
実

を
は
か
る
こ
と
。

〈
衛
生
費
〉

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
宣

言
に
向
け
、
検
討
す
る
こ
と
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

○
国
・
県
を
含
め
た
各
種
補
助
・

支
援
制
度
は
、
周
知
に
つ
と

め
有
効
な
活
用
に
つ
と
め
る

こ
と
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
務

の
目
的
と
役
割
を
明
確
に
し
、

任
務
終
了
後
も
定
住
し
や
す
い

　

環
境
整
備
に
つ
と
め
る
こ
と
。

〈
商
工
費
〉

○
第
４
次
観
光
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
は
、
新
し
い
時
代
を
見
す
え

て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

○
高
付
加
価
値
化
補
助
金
等
活
用

事
業
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定

め
適
切
に
取
り
組
む
こ
と
。

〈
土
木
費
〉

○
危
険
な
空
家
の
解
消
と
と
も
に
、

増
や
さ
な
い
対
策
に
つ
と
め
る

こ
と
。

○
街
並
み
環
境
整
備
事
業
は
、
検

討
組
織
を
設
置
し
万
全
を
期
す

こ
と
。

〈
消
防
費
〉

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
補

助
事
業
は
補
助
要
綱
を
見
直
し
、

設
置
率
向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
。

〈
教
育
費
〉

○
統
合
小
学
校
整
備
計
画
は
丁
寧

な
説
明
に
つ
と
め
、
地
域
、
保

護
者
お
よ
び
子
ど
も
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
策
定
す
る
こ
と
。

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
は
、
各
種
競
技
団
体
の
意

見
を
反
映
さ
せ
て
す
す
め
る
こ

と
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

〇
新
東
部
浄
水
場
の
安
定
的
な
給

水
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

〇
配
水
池
等
の
清
掃
作
業
は
定
期

的
に
お
こ
な
う
こ
と
。

一
般
会
計

新年度一般会計予算を減額修正して可決新年度一般会計予算を減額修正して可決
統合小学校建設調査設計業務関連を減額統合小学校建設調査設計業務関連を減額

　

16
日
の
予
算
審
査
全
体
会
議

で
は
、湯
本
晴
彦
議
員
か
ら
減

額
修
正
の
動
議
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。提
案
理
由
は
、15
日
の
予

算
審
査
で
、統
合
小
学
校
整
備

計
画
案
の
説
明
を
教
育
委
員
会

よ
り
受
け
た
が
、拙
速
感
が
否
め

な
い
。ま
た
、学
校
統
合
は
一
旦

立
ち
止
ま
っ
て
議
論
し
た
い
意

向
が
町
長
に
あ
る
た
め
と
し
、統

合
小
学
校
建
設
調
査
設
計
業
務

関
連
は
減
額
す
べ
き
と
提
案
。通

常
で
は
、直
ち
に
動
議
に
対
す

る
採
決
を
行
い
ま
す
が
、重
要
課

題
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
議
員

の
意
見
表
明
を
実
施
し
た
後
に

採
決
と
し
ま
し
た
。意
見
表
明

で
は
、賛
成
意
見
が
7
反
対
が

3
保
留
が
2
で
し
た
。

部
会
意
見

部
会
意
見

特
別
会
計
等

債務負担行為 令和５・６年度 ８，０００万円

歳出（教育費） 委　託　料 ３，０２５万円

○減額の内容



 

賛
成
討
論

湯
本
晴
彦

　
町
長
の
考
え
も
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
な
か
で
の
予
算
計
上

は
い
さ
さ
か
拙
速
。
町
長
の
公

約
を
見
て
い
な
が
ら
予
算
提
案

を
し
た
担
当
部
局
も
良
く
な
い

し
、
そ
れ
を
容
認
し
た
町
長
も

慎
重
さ
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た

「
中
学
校
の
敷
地
に
つ
く
る
か

ら
小
中
一
貫
だ
」
で
は
な
く
、

「
小
中
一
貫
が
良
い
か
ら
、
中

学
校
敷
地
内
に
つ
く
る
」
と
い

う
の
が
本
筋
。
ク
ラ
ス
の
適
正

規
模
が
何
人
と
い
う
の
で
は
な

く
、
何
を
学
ば
せ
る
か
を
重
視

し
て
ク
ラ
ス
編
成
を
考
え
て
い

く
べ
き
。

 

反
対
討
論　

白
鳥
金
次

　
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
、
町
当
局
は
、
１

校
統
合
の
方
針
に
つ
い
て
、

住
民
、
議
会
の
賛
同
の
も
と

に
、
教
育
委
員
会
、
財
政
、
税

務
等
々
庁
舎
内
で
検
討
に
検
討

を
重
ね
た
上
で
、
編
成
を
さ
れ

た
予
算
で
あ
る
。
一
般
質
問
で

の
、
平
澤
町
長
の
考
え
に
つ
い

て
は
、
１
校
統
合
に
反
対
で
は

無
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。
予

算
決
算
審
査
委
員
会
に
お
い

て
、
賛
否
を
問
う
た
時
と
、
状

況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
議
会
が
削
除
を
す
る
こ

と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

反
対
討
論　湯

本
る
り
子

　
令
和
５
年
度
町
予
算
は　

総

額
72
億
３
８
０
０
万
円
、
２
月

に
町
長
選
挙
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
骨
格
予
算
。

　
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
行

政
運
営
の
指
針
で
あ
る
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
に
つ
と
め

る
と
の
説
明
。
前
町
長
の
下
で

実
質
編
成
さ
れ
た
当
初
予
算

が
、
そ
の
ま
ま
町
民
か
ら
支
持

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も

無
理
が
あ
る
。

　
新
町
長
の
意
を
汲
ん
で
新
た

な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予

算
の
提
出
を
期
待
し
、
今
回
の

予
算
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。
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予
算
決
算
審
査
委
員
会
　
委
員
長

徳
竹 

栄
子

総
括
意
見

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

策
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
経
済

活
動
へ
の
悪
影
響
が
徐
々
に
薄
れ
、

人
々
の
往
来
が
回
復
に
向
か
い
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
持
ち
直
し

始
め
明
る
い
兆
し
が
見
え
た
。
一

方
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
伴
う
混
乱
や
、
物
価
上
昇

が
今
も
続
い
て
い
る
。
町
の
観
光

産
業
、
町
民
の
生
活
環
境
が
向
上

す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
程
遠
い
。

　
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
社
会
経

済
情
勢
の
も
と
、
第
６
次
町
総
合

計
画
の
３
年
目
の
５
年
度
一
般
会

計
予
算
は
、
前
年
度
比
７
億
８
０

３
９
万
円
（
9.8
％
）
減
の
72
億
７

７
５
万
円
と
な
っ
た
。
５
年
度
当

初
予
算
は
、
町
長
選
挙
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
骨
格
予
算
で
あ
り
、
６

月
議
会
で
は
経
済
活
性
化
に
向
け

た
肉
付
け
予
算
に
期
待
し
た
い
。

（
１
） 

歳
入
に
つ
い
て

　

町
税
は
16
億
４
０
０
８
万
円
、

個
人
町
民
税
は
４
億
２
９
４
０
万

円
、
法
人
町
民
税
は
６
６
５
０
万

円
を
見
込
む
。
地
方
交
付
税
は
、

普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
を
合

わ
せ
て
27
億
円
、
繰
入
金
は
、
５

億
７
３
６
６
万
円
と
し
た
。
財
政

調
整
基
金
は
３
億
１
２
１
４
万
円
、

ふ
る
さ
と
基
金
は
１
億
３
５
５
４

万
円
の
取
り
崩
し
を
見
込
む
。
町

債
は
３
億
５
０
０
０
万
円
。
過
疎

対
策
事
業
債
は
道
路
改
良
事
業
、

役
場
分
室
解
体
事
業
な
ど
で
あ
る
。

（
２
）
歳
出
に
つ
い
て

　
17
項
目
の
新
規
事
業
・
拡
充
事

業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
産
業
分
野
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

セ
ー
ル
ス
コ
ー
ル
支
援
事
業
補
助

金
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
支
援
事
業

補
助
金
な
ど
外
国
人
観
光
客
の
入

込
増
加
、
農
業
分
野
で
は
、
新
規

就
農
者
育
成
総
合
対
策
、
ス
マ
ー

ト
農
業
機
械
導
入
支
援
事
業
な
ど

評
価
す
る
。
保
健
・
医
療
・
福
祉

分
野
で
は
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
、
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
助

成
事
業
な
ど
、
教
育
・
文
化
分
野

で
は
、
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推

進
、
佐
野
遺
跡
保
存
活
用
計
画
策

定
に
期
待
す
る
。
都
市
基
盤
・
生

活
環
境
分
野
で
は
、
街
並
み
環
境

整
備
事
業
、
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム

更
新
、
特
殊
詐
欺
防
止
対
策
機
器

補
助
金
、
消
防
団
員
処
遇
改
善
な

ど
評
価
す
る
。

（
３
）
ま
と
め

　
新
町
長
の
も
と
、
第
６
次
町
総

合
計
画
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
プ

ラ
ン
2.0
を
ベ
ー
ス
に
、
新
し
い
施

策
を
創
出
し
、
い
き
い
き
と
暮
ら

す
・
夢
と
希
望
の
あ
る
郷ま

土ち

を
目

指
し
、
取
り
組
む
こ
と
を
切
望
す

る
。

　

そ
し
て
、
住
ん
で
み
た
い
町
、

人
に
や
さ
し
い
町
に
向
け
て
「
虚

心
坦
懐
」
で
あ
り
た
い
。

 

反
対
討
論　

渡
辺
正
男

　
今
議
会
で
補
正
の
４
年
度
予
算

は
、
予
定
し
た
基
金
繰
り
入
れ
２

６
６
０
万
円
を
や
め
、
逆
に
１
６

０
０
万
円
を
積
み
立
て
、
基
金
残

高
は
２
億
６
０
０
０
万
円
を
超
え

る
と
い
う
も
の
。
平
成
30
年
度
の

県
一
本
化
以
来
、
基
金
は
減
っ
た

こ
と
が
な
い
。
県
へ
の
事
業
費
納

付
金
額
に
応
じ
た
保
険
税
改
定
だ

け
し
か
し
な
い
の
な
ら
、
基
金
は

全
く
必
要
な
い
。
被
保
険
者
１
人

当
た
り
７
万
円
以
上
に
も
膨
れ
上

が
っ
た
基
金
は
、
速
や
か
に
保
険

税
負
担
軽
減
に
充
て
る
べ
き
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

 

反
対
討
論　

渡
辺
正
男

　
保
険
給
付
費
17
億
４
７
０
０
万

円
余
で
基
金
取
り
崩
し
は
約
５
６

０
０
万
円
。
ど
ち
ら
も
多
め
に
見

込
ん
で
い
る
感
が
否
め
な
い
。
歳

出
を
多
く
見
込
め
ば
、
歳
入
不
足

が
生
じ
そ
れ
を
基
金
で
埋
め
る
、

い
つ
も
の
格
好
だ
が
、
こ
こ
数
年

基
金
が
減
っ
た
試
し
が
な
い
。
基

金
残
高
と
繰
越
金
は
被
保
険
者
１

人
当
た
り
５
万
５
０
０
０
円
に
も

な
る
。
５
年
度
は
、
第
９
期
の
計

画
策
定
の
年
。
介
護
保
険
料
設
定

に
当
た
っ
て
は
、
大
幅
な
引
き
下

げ
に
取
り
組
む
べ
き
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

（
修
正
案
）

一
般
会
計
予
算（原

案
）

予算審査

本
会
議
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

（抜粋）

予
算
案
に
対
し
て
５
本
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

スマホから気象データ取得可能とな
る農業用気象センサー（宇木地区）
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審
査
意
見
そ
の
後
　
昨
年
の
令
和
４
年
度
の
審
査
意
見
に
対
し
、
町
が
ど

う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
、
令
和
５
年
度
予
算
審
査
の

前
に
現
況
報
告
の
あ
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

時代に即した観光情報発信に積極的に取り組むこと
　誘客・宣伝等の事業実施にあたっては、より有効な宣伝媒体・情報発信ツールなどを観光
連盟と連携しながら研究・検討をすすめており、今年度はWEB・SNSを活用した広告・
宣伝等を実施した。
　WEB広告では閲覧情報（旅行者ニーズ）のほか、閲覧者の地域や世代、性別などの情報
の把握も可能であり、ターゲットを絞った情報発信などに効果的であることから引き続き
WEBや SNSを活用した情報発信を行うなか、効率的な情報発信のあり方について検討を
すすめている。

追
跡
追
跡

あ
の
意
見
ど
う
な
った
？

危険な空家が増えないように対策につとめること
　４年度から周辺道路や民家に危険を及ぼすと判定した空家に対して除却費を補助する制度
を開始し、２件の実績があった（山ノ内町老朽危険空家等除却費補助金事業　補助額　解体
費用の２分の１、上限50万円）。

あの意見どうなった？

農地情報管理・公開システムの有効活用につとめること
　農地情報管理システムの運用については、
従来どおり最新の農地台帳を地図上へ表示
できるほか、各種申請手続きに必要な位置
図や証明書などの作成、農地パトロールな
どの地図作成用システムとして管理を行い、
来庁者への情報提供を行っている。
「eMAFF農地ナビ」は、農業委員会等

が整備している農地台帳および農地に関す
る地図について、インターネットで誰でも

見ることができるよう、農地法に基づき全
国段階で一元的なシステムとして整備され
たものです。
農地に関する情報（所在・地番、地目、
面積、および賃借権等の権利の種類とその
存続期間等）を地図とともに公表（※個人
情報は非公表）しています。
利用者は、全国の農地情報を横断的に検
索・閲覧することができます。

公開される農地情報
１．�市街化区域を除くす
べての農地情報

２．�農地台帳に記載され
る公表項目

３．��一筆ごとの農地地図
　　の情報
　※�公図等で場所が特定
されていない農地など、公開されていな
い情報もあります。

【関連リンク】
eMAFF農地ナビ

子育て世代包括支援施策は、妊娠期から子育て期にわたり総合的
におこなうこと

　子育て世代包括支援センターや子ども家
庭総合支援拠点、子育て支援センター等と
連携し、出産や育児に不安を抱える家庭へ
の相談支援を行い、妊婦健診や産婦健診、
産後ケア、乳幼児健診などで、母体の健康
管理や乳幼児の健やかな成長を支援し、不
妊・不育症治療補助や出産・育児祝い金な
ど、経済的な面も支援することで総合的に
切れ目のない支援を行っている。また、支
援が必要と思われるケースについては、健

康福祉課（子ども支援係、健康づくり支援
係）と教育委員会事務局の担当が情報共有
を行いながら対応している。

役場２Ｆ　窓口看板役場２Ｆ　窓口看板
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編

集

後

記

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
４

月
23
日
執
行
の
町
会
議
員
選
挙

へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
例
年
よ

り
1
か
月
遅
れ
の
5
月
発
行
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
月
26
日
に
執
行
さ
れ
た
町

長
選
挙
で
平
澤
新
町
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
３
月
議
会
は
平
澤

町
長
が
招
集
す
る
初
め
て
の
議

会
と
な
り
、
一
般
質
問
の
届
け

出
を
町
長
の
所
信
表
明
後
と
し

た
こ
と
で
、
例
年
と
異
な
る
変

則
的
な
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
異
例
の
修
正
可
決
。
一

般
質
問
の
傍
聴
者
数
は
56
人
と

大
幅
に
増
え
、
最
終
日
に
は
、

増
田
前
副
町
長
の
退
任
に
と
も

な
う
久
保
田
新
副
町
長
の
選
任

を
全
会
一
致
で
、
柴
草
前
教
育

長
の
退
職
に
と
も
な
う
竹
内
新

教
育
長
の
任
命
は
、賛
成
多
数

（
6
人
）で
同
意
し
ま
し
た
。ま

さ
に
激
動
の
3
月
議
会
で
し
た
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
は
最
後
の

議
会
だ
よ
り
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
誌
面
づ
く
り
に
つ
と
め
て
き

た
つ
も
り
で
す
。
改
善
点
は
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

次
の
広
報
常
任
委
員
会
に
託
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
（
渡
辺
正
男
）

みんなのひろば・編集後記

  

西
部
地
区
の
現
状

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た

「
農
地
利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
、
農
地
利
用
の
意
向
で
は
、

規
模
拡
大
３
％
、
現
状
維
持

　

今
回
は
、
農
地
維
持
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
西

部
地
区
営
農
組
合
の
下
部
組
織
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

事
業
専
門
部
会
長
の
藤
浦
忠
広
農
業
委
員
か
ら
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
部
地
区
の
農
地
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

76
％
、
規
模
縮
小
９
％
、
草

刈
り
の
み
11
％
で
し
た
。

ま
た
、
後
継
者
の
問
題
で

は
、
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い

な
い
が
48
％
、
そ
の
う
ち
70

歳
以
上
が
経
営
す
る
農
家
の

25
％
は
全
く
目
途
が
た
っ
て

い
な
い
な
ど
、
西
部
地
区
に

お
け
る
農
地
の
健
全
な
維
持

は
困
難
な
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

ま
た
、
毎
年
8
月
に
農
業

委
員
が
行
う
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
結
果
で
は
、
遊
休
農
地
の

割
合
が
年
々
増
加
し
、
令
和

3
年
度
、
西
部
地
区
の
農
地

全
体
（
４
２
４
ha
）
の
5.8
％

が
遊
休
農
地
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
か
ら
、
優
良
な
果
物

を
生
産
で
き
る
西
部
地
区
が
、

持
続
的
に
農
村
を
維
持
す
る

に
は
早
急
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
あ
わ

せ
て
強
い
危
機
感
を
覚
え
ま

し
た
。

 

事
業
の
絞
り
込
み 

  

遊
休
農
地
解
消
を 

  

突
破
口
に

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
事

業
専
門
部
会
の
事
業
内
容
で

は
、
①
将
来
を
見
据
え
た
担

い
手
づ
く
り
②
就
農
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
③
農
地
利
用

の
調
整
や
遊
休
農
地
の
削
減

対
策
④
若
手
農
業
者
の
育
成

等
が
あ
り
ま
す
が
、
先
の
結

果
か
ら
、
当
部
会
が
や
る
べ

き
事
業
の
核
は
、
遊
休
農
地

の
削
減
対
策
に
あ
る
こ
と
が

役
員
会
で
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

 

事
業
の
具
現
化
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
成
す
る
上
で
の
基
本
は
、

地
域
の
将
来
は
地
域
で
決
め

る
こ
と
で
あ
り
令
和
4
年
度

は
「
遊
休
農
地
化
を
ど
う
防

ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
部
会
員

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
様

な
担
い
手
（
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ

る
専
業
、
半
農
半
Ｘ
）
確
保
、

基
盤
整
備
に
よ
る
農
作
業
の

効
率
化
と
負
担
軽
減
、
草
刈

り
組
織
に
よ
る
更
地
状
態
維

持
、
農
地
以
外
の
利
用
の
促

進
（
公
園
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
）、

遊
休
農
地
の
非
農
地
化
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

受
け
、
当
部
会
で
取
り
組
め

る
事
業
と
し
て
草
刈
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
対
応
を
選

択
し
、
9
月
末
、
選
定
さ
れ

た
農
地
（
本
郷
地
区
13
ａ
、

横
倉
地
区
13
ａ
）
を
部
会
員
、

新
規
就
農
者
、
行
政
の
約
30

人
で
作
業
を
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
早
速
横
倉
地
区
の

農
地
の
担
い
手
が
現
れ
ま
し

た
。今

後
の
問
題
点 

　
　
　
　
　
と
展
望

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
、
今
後
10

年
、
優
良
農
地
を
維
持
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
高

齢
農
家
で
後
継
者
の
目
途
が

立
た
な
い
農
地
の
紐
づ
け
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、

部
会
の
介
入
範
囲
に
つ
い
て

は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
に
か

か
わ
る
た
め
、
難
し
い
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。

当
部
会
と
し
て
、
で
き
る

こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
の
優

先
順
位
を
明
確
に
し
、
西
部

地
区
の
農
村
が
持
続
的
に
発

展
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

遊休農地の草刈り活動（本郷地区）遊休農地の草刈り活動（本郷地区）

※�

半
農
半
Ｘ
（
は
ん
の
う
は
ん

え
っ
く
す
）
持
続
可
能
な
農
あ

る
小
さ
な
暮
ら
し
を
ベ
ー
ス

に
「
天
与
の
才
」
（
Ｘ
＝
天
職
、

使
命
、
生
き
が
い
、
大
好
き
な

こ
と
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
な
ど
）

を
世
に
活
か
す
生
き
方
。

※


